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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月5日(2016.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単位画素と、
　第１の端子に印加されたパルス信号に基づいて、直流信号が印加された第２の端子と前
記単位画素に接続された第３の端子との間をオンオフ制御するスイッチと、
　前記第１の端子と前記第３の端子との間に挿設された非線形素子と
　を備えた表示装置。
【請求項２】
　前記非線形素子は、前記第３の端子に接続されたドレインおよびゲートと、前記第１の
端子に接続されたソースとを有する第１のトランジスタであり、
　前記スイッチは、前記第１のトランジスタのチャネル幅よりも大きいチャネル幅を有す
る第２のトランジスタである
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１のトランジスタの導電型は、前記第２のトランジスタの導電型と同じである
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記非線形素子は、前記第３の端子に接続されたアノード、および前記第１の端子に接
続されたカソードを有するダイオードである
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１の端子に接続され、前記パルス信号を伝える第１の配線と、
　前記第２の端子に接続されるとともに前記第１の配線と交差し、前記直流信号を伝える
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第２の配線と
　をさらに備えた
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１の配線と前記第２の配線との交差部分において、前記第２の配線のシート抵抗
は、前記第１の配線のシート抵抗よりも低い
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記パルス信号は、前記スイッチをオン状態にさせるとともに前記非線形素子をオフ状
態にさせる第１の電圧と、前記スイッチをオフ状態にさせる第２の電圧との間で遷移する
ものである
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記単位画素は、表示素子と、前記表示素子に駆動電流を供給する駆動トランジスタと
を有し、
　前記スイッチは、前記駆動トランジスタに前記駆動電流を供給する
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記単位画素は、第１の容量素子と、書込トランジスタとをさらに備え、
　前記駆動トランジスタは、ゲートと、前記表示素子に接続されたソースと、前記第３の
端子に接続されたドレインとを有し、
　前記第１の容量素子は、前記駆動トランジスタのゲートとソースとの間に挿設され、
　前記書込トランジスタは、オン状態になることにより、前記駆動トランジスタのゲート
に対して、書込準備期間においてリセット電圧を印加するとともに、書込期間において画
素電圧を印加する
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記書込準備期間は、第１のサブ期間と、前記第１のサブ期間の後に配置された第２の
サブ期間を含み、
　前記パルス信号は、
　前記第１のサブ期間において前記第２の電圧であり、
　前記第２のサブ期間および前記書込期間において前記第１の電圧である
　請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記第１のサブ期間において、前記非線形素子は、前記単位画素に対して前記第２の電
圧に対応する第３の電圧を印加し、
　前記第２のサブ期間および前記書込期間において、前記スイッチは、前記単位画素に対
して、前記直流信号が示す第４の電圧を印加する
　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記第１のサブ期間において、前記非線形素子は、前記駆動トランジスタを介して、前
記駆動トランジスタのソース電圧を前記第３の電圧に設定し、
　前記第２のサブ期間において、前記スイッチは、前記駆動トランジスタに電流を流すこ
とにより、前記駆動トランジスタのソース電圧を変化させる
　請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記書込準備期間は、前記第１のサブ期間の前に配置された第３のサブ期間を含み、
　前記パルス信号は、前記第３のサブ期間において前記第１の電圧であり、
　前記スイッチは、前記第３のサブ期間において、前記単位画素に対して、前記直流信号
が示す第４の電圧を印加する
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　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記第３のサブ期間において、前記駆動トランジスタは、前記表示素子に供給する前記
駆動電流の電流量を低下させる
　請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記単位画素は、第１の容量素子と、制御トランジスタとをさらに備え、
　前記駆動トランジスタは、ゲートと、前記表示素子に接続されたソースと、前記第３の
端子に接続されたドレインとを有し、
　前記第１の容量素子は、前記駆動トランジスタのゲートとソースとの間に挿設され、
　前記制御トランジスタは、オン状態になることにより、前記駆動トランジスタのゲート
に対して、書込期間の前に配置された書込準備期間に含まれる複数のサブ期間のうちの１
以上のサブ期間においてリセット電圧を印加する
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記単位画素は、前記駆動トランジスタのソースに接続された第２の容量素子をさらに
備えた
　請求項９に記載の表示装置。
【請求項１７】
　第１の端子に印加されたパルス信号に基づいて、直流信号が印加された第２の端子と単
位画素に接続された第３の端子との間をオンオフ制御するスイッチと、
　前記第１の端子と前記第３の端子との間に挿設された非線形素子と
　を備えた駆動装置。
【請求項１８】
　第１の端子に印加されたパルス信号に基づいて、直流信号が印加された第２の端子と単
位画素に接続された第３の端子との間をオンオフ制御するとともに、
　前記第１の端子と前記第３の端子との間で非線形動作を行う
　駆動方法。
【請求項１９】
　表示装置と
　前記表示装置に対して動作制御を行う制御部と
　を備え、
　前記表示装置は、
　単位画素と、
　第１の端子に印加されたパルス信号に基づいて、直流信号が印加された第２の端子と前
記単位画素に接続された第３の端子との間をオンオフ制御するスイッチと、
　前記第１の端子と前記第３の端子との間に挿設された非線形素子と
　を有する
　電子機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　容量素子Ｃｓは、一端が駆動トランジスタＤＲＴｒのゲート等に接続され、他端は駆動
トランジスタＤＲＴｒのソース等に接続されている。容量素子Ｃsubは、一端が有機ＥＬ
素子ＯＬＥＤのアノードに接続され、他端が有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのカソードに接続され
ている。すなわち、この例では、容量素子Ｃsubは、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤと並列に接続
されている。有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは、各サブ画素１１に対応する色（赤色、緑色、青色
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）の光を射出する発光素子であり、アノードが駆動トランジスタＤＲＴｒのソース等に接
続され、カソードには、駆動部２０により電圧Ｖcathが供給されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　トランジスタ３４，３５のゲート（ゲート部分ＧＰ）は、下層メタルＭ１で構成され、
トランジスタ３４，３５のドレインおよびソースは、上層メタルＭ２に接続されている。
配線Ｌ１は、上層メタルＭ２で形成され、トランジスタ３４のドレインに接続されている
。配線Ｌ２は、配線Ｌ１と交差する部分以外の部分では上層メタルＭ２で形成され、配線
Ｌ１と交差する部分においては下層メタルＭ１で形成されている。この配線Ｌ２は、トラ
ンジスタ３４のゲート（ゲート部分ＧＰ）に接続されるとともに、トランジスタ３５のソ
ースに接続された上層メタルＭ２とコンタクトＣＴを介して接続されている。電源線ＰＬ
は、上層メタルＭ２で形成され、トランジスタ３４のソースおよびトランジスタ３５のド
レインに接続されるとともに、コンタクトＣＴを介してトランジスタ３５のゲートに接続
されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　また、電源線駆動部２６では、図４，５に示したように、配線Ｌ１を、駆動回路３３と
シフトレジスタ３２との間に配置したので、サブ画素１１を駆動しやすくすることができ
る。すなわち、例えば、配線Ｌ１を、表示部１０と駆動回路３３との間に配置した場合に
は、配線Ｌ１と電源線ＰＬが交差してしまう。つまり、この場合には、配線Ｌ１または電
源線ＰＬをシート抵抗が高い下層メタルＭ１で形成する必要があり、かつ、その交差部分
に寄生容量が形成されてしまう。これにより、電源線ＰＬに印加される電源信号ＤＳの立
ち上がり時間ｔｒなどが長くなり、例えば短い時間幅のパルスが生成しにくくなるおそれ
がある。一方、電源線駆動部２６では、配線Ｌ１を、駆動回路３３とシフトレジスタ３２
との間に配置したので、配線Ｌ１をシート抵抗が低い上層メタルＭ２により形成すること
ができ、電源信号ＤＳの立ち上がり時間ｔｒなどを短くすることができる。なお、電源線
駆動部２６では、図５に示したように、配線Ｌ１と配線Ｌ２が交差し、その交差部分にお
いて配線Ｌ２をシート抵抗が高い下層メタルＭ１で形成する必要がある。しかしながら、
この配線Ｌ２は、トランジスタ３４，３５に接続されるものであり、表示部１０内に延伸
する電源線ＰＬとは異なり容量負荷が少ないため、シフトレジスタ３２は、比較的容易に
この配線Ｌ２を駆動することができる。よって、電源信号ＤＳの波形が鈍るおそれを低減
することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　一方、本実施の形態に係る電源線駆動部２６では、スイッチとして機能するトランジス
タ３４と、非線形素子（ダイオード）として機能するトランジスタ３５を用いて駆動回路
３３を構成している。これにより、電源線駆動部２６では、１つのシフトレジスタ３２と
、１本の配線Ｌ１というシンプルな構成を実現できるとともに、電源線駆動部２６Ｒと同



(5) JP 2014-146020 A5 2016.9.23

等の機能を実現することができる。よって、電源線駆動部２６では、回路規模を小さくす
ることができ、回路および配線の配置面積を小さくすることができ、回路レイアウトの自
由度を高めることができる。また、狭い額縁領域のパネルを実現することができるため、
表示装置全体としての商品デザインの自由度を高めることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
［変形例１－４］
　上記実施の形態では、本技術を、有機ＥＬ素子を用いた表示装置に適用したが、これに
限定されるものではなく、これに代えて、例えば、液晶表示素子を用いた表示装置に適用
してもよい。具体的には、例えば、画素電圧を書き込む画素を選択する回路（上記実施の
形態における走査線駆動部２３に相当）に適用することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　まず、駆動部４０は、初期化期間Ｐ１に先立つタイミングｔ３１～ｔ３２の期間（消光
動作期間Ｐ０）において、消光動作を行う。具体的には、データ線駆動部２７がデータ線
ＤＴＬに電圧Ｖofsを印加している期間内のタイミングｔ３１において、走査線駆動部４
３が、走査信号ＷＳの電圧を低レベルから高レベルに変化させる（図１４（Ａ），（Ｃ）
）。これにより、書込トランジスタＷＳＴｒがオン状態になり、駆動トランジスタＤＲＴ
ｒのゲート電圧Ｖｇは、１フレーム期間前に書き込んだ画素電圧Ｖsigに基づく電圧から
低下し、電圧Ｖofsに設定される（図１４（Ｄ））。これに伴い、駆動トランジスタＤＲ
Ｔｒのソース電圧Ｖｓもまた低下し、駆動トランジスタＤＲＴｒの電流Ｉdsは“０”（ゼ
ロ）になる。その結果、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤが消光し、発光期間Ｐ４が終了する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
（２）前記非線形素子は、前記第３の端子に接続されたドレインおよびゲートと、前記第
１の端子に接続されたソースとを有する第１のトランジスタであり、
　前記スイッチは、前記第１のトランジスタのチャネル幅よりも大きいチャネル幅を有す
る第２のトランジスタである
　前記（１）に記載の表示装置。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　１，２…表示装置、１０…表示部、１１，１１Ａ，１１Ｄ…サブ画素、２０，４０…駆
動部、２１…映像信号処理部、２２…タイミング生成部、２３，４３…走査線駆動部、２
６，２６Ｂ，２６Ｃ…電源線駆動部、２７…データ線駆動部、３０…基板、３１，３１Ｃ
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…電圧生成部、３２，３２Ｃ…シフトレジスタ、３３，３３Ｂ，３３Ｃ…駆動回路、３４
～３７…トランジスタ、３５Ｂ…ダイオード、３９…領域、Ｃｓ，Ｃsub…容量素子、Ｃ
Ｔ…コンタクト、ＣＴｒ…制御トランジスタ、ＤＲＴｒ…駆動トランジスタ、ＤＳ…電源
信号、ＤＴＬ…データ線、ＧＰ…ゲート部分、Ｌ１，Ｌ２…配線、ＯＬＥＤ…有機ＥＬ素
子、Ｐix…画素、ＰＬ…電源線、ＰＰ０，ＰＰ１，ＰＰ２…パルス、Ｐ０…消光動作期間
、Ｐ１…初期化期間、Ｐ２…Ｖth補正期間、Ｐ３…書込・μ補正期間、Ｐ４…発光期間、
Ｓdisp，Ｓdisp2…映像信号、Ｓig…信号、Ｓｓ…走査信号、Ｓsync…同期信号、Ｖini，
Ｖofs…電圧、Ｖsig…画素電圧、ＷＳ…走査信号、ＷＳＬ…走査線、ＷＳＴｒ…書込トラ
ンジスタ。
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